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カンジダを勉強し直してみた③

表１

一般名 商品名 形状

イミダゾール系 ミコナゾール フロリードゲル ゲル経口用（２％）

トリアゾール系 イトラコナゾール イトリゾール カプセル（50mg）
内用液（１％）

ポリエン系 アムホテリシンＢ ファンギゾンシロップ シロップ100mg/ml

西川眞二（東大阪市）

　なお、いずれの薬剤も保険請求上は内服薬と
なるのに留意されたい。

２．服薬と義歯の清掃
　高齢化社会において口腔カンジダ症は在宅介
護や介護施設で多くみられるようになることが
予想される。診療連携では口腔カンジダ症の正
しい診断と対処方法が重要なポイントとなる。
そのうえ義歯装着者は抗カンジダ薬の服用とと
もに義歯の確実な清掃が必要となるため、介護
者がカンジダ菌のリスクとその駆逐法を知らな
ければならない。そのためにも患者本人が歯科
診療所に外来通院できるうちに、歯科医師は口
腔カンジダ症の患者教育と介護者の理解を得る
必要があると考えられる。 （おわり）

〈参考文献〉
昭和薬品化工株式会社
http://www.showayakuhinkako.co.jp/candida/fl orid.html#
Oral Diagnostics Approach No.1-5
高齢者における口腔カンジダ症の特徴とその予防　大生病院歯科・口腔外科部長　
阪口英夫
意外に多い口腔カンジダ症①・②　国立病院機構栃木病院歯科口腔外科医長　岩渕
博史
口腔カンジダ症の診療連携　鶴見大学歯学部口腔外科学第２講座講師　中川洋一
口腔カンジダ症の治療と予防　鶴見大学歯学部口腔外科学第２講座講師　中川洋一

１．３種の治療薬
　口腔カンジダ症の治療薬には次の３種類が挙
げられる（表１）。
　投薬で選択すべき順に解説すると、
①フロリードゲル経口用２％
　添付書の用法は１日10-20gを４回に分けて口
腔内にしばらく含み内服とあるが、量が多く味

も独特の甘みがあるため服用しきれない患者も
いる。そこで１日5gを７-14日投与する。義歯
装着者は義歯床内面に少量を塗布して装着する
と効果的である。口角炎には患部に適量を１日
４回塗布する。なお、ワーファリンやハルシオ
ンとは併用禁忌である。
②イトリゾール内服用１％
　１回20mlを１日１回空腹時に内服であるが、
下痢の副作用が出る場合は１回10mlを朝晩２回
２分間含漱療法を行う。
③ファンギゾンシロップ100㎎/ml
　本剤は消化管から吸収されない。そのため、
原液10mlに蒸留水490mlを加え２％溶液に調製
して１回20mlで１日３回毎食後口腔内にしばら
く含むうがいを１-２週間とする。

口
腔
の
健
康
格
差

　

「
お
金
も
か
か
る
し
、

今
は
忙
し
く
て
時
間
も
と

れ
な
い
。
も
っ
と
痛
く
な

っ
て
か
ら
受
診
し
よ
う
」

―
―
。
親
の
介
護
と
経
済

的
理
由
か
ら
、
う
蝕
と
歯

周
病
で
口
腔
崩
壊
し
食
べ

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

60
代
女
性
、
幼
少
期
か
ら

歯
磨
き
習
慣
が
な
く
、
17

本
の
う
蝕
が
で
き
た
一
人

親
家
庭
の
女
子
高
生
な

ど
、
全
日
本
民
医
連
歯
科

部
が
発
表
し
た
『
歯
科
酷

書
―
第
３
弾
―
』（
２
０

１
７
年
）
は
、
受
診
を
我

慢
し
口
腔
の
状
態
を
悪
化

さ
せ
た
痛
ま
し
い
事
例
を

告
発
す
る
。

　

経
済
力
や
働
き
方
、
家

庭
環
境
な
ど
、
様
々
な
格

差
が
、
口
腔
の

健
康
格
差
に
つ

な
が
っ
て
い

る
。
な
か
で

も
、
経
済
的
理
由
に
よ
る

未
受
診
は
大
き
な
問
題

だ
。

　

国
民
皆
保
険
の
要
と
も

い
う
べ
き
国
保
は
加
入
者

の
多
く
が
、
非
正
規
労
働

者
や
無
職
の
人
た
ち
な
の

に
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
に

よ
っ
て
事
実
上
の
無
保
険

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

大
阪
府
内
で
国
保
料
を

滞
納
す
る
世
帯
は
27
万
８

０
０
０
世
帯
、
正
規
の
保

険
証
を
持
た
な
い
世
帯
が

12
万
２
０
０
０
世
帯
を
超

え
て
い
る
（
厚
労
省
、
15

　

安
倍
政
権
は
社
会
保
障

費
抑
制
へ
、
医
療
費
の
削

減
を
さ
ら
に
強
め
る
。
75

歳
以
上
の
高
齢
者
の
窓
口

負
担
の
２
割
化
だ
け
で
な

く
、
医
療
費
の
伸
び
に
応

じ
て
医
療
保
険
の
給
付
率

を
自
動
的
に
調
整
す
る
仕

歯
科
医
療
の
提
供
者
が
と

も
に
運
動
し
、「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
」
の
発
展

を
目
指
す
「
大
阪
連
絡

会
」
は
10
年
の
結
成
か
ら

８
年
目
を
迎
え
る
。
６
月

16
日
に
は
宮
崎
大
学
医
学

部
整
形
外
科
の
帖
佐
悦
男

へ
の
要
請
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

18
年
改
定
へ
向
け
た

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
請

願
署
名
は
、
32
万
筆
に
達

し
た
。
京
都
で
も
こ
の
５

月
に
全
国
で
８
番
目
と
な

る
連
絡
会
が
発
足
す
る
な

ど
、
連
絡
会
の
運
動
は
各

地
で
広
が
る
。

　

お
金
が
な
け
れ
ば
受
診

で
き
な
い
事
態
は
、
国
民

皆
保
険
を
形
骸
化
さ
せ

る
。
憲
法
25
条
が
保
障
す

る
健
康
で
文
化
的
な
生
活

の
破
壊
を
許
さ
な
い
た
め

に
、
総
会
と
市
民
講
座
を

成
功
さ
せ
、
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
運
動
を
さ
ら
に

前
進
さ
せ
よ
う
。

す
る
予
定
の
請
願
署
名
は
、

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
割

化
を
は
じ
め
と
す
る
患
者
負

担
増
を
法
案
化
さ
せ
な
い
こ

と
を
目
的
に
、
ク
イ
ズ
ハ
ガ

キ
と
セ
ッ
ト
の
取
り
組
み
を

予
定
し
て
い
る
。

　

昨
年
取
り
組
ん
だ
「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
」
請
願
署
名
は
、
１

万
６
０
０
０
筆
を
超
え
る
署

名
が
集
ま
っ
た
。
ク
イ
ズ
ハ

ガ
キ
に
は
20
％
近
い
会
員
の

協
力
で
４
０
０
０
通
を
超
え

る
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
こ
う

し
た
経
験
を
９
月
か
ら
の
取

り
組
み
に
生
か
し
て
い
く
。

　

会
務
運
営
で
は
、
２
０
１

９
年
10
月
13
〜
14
日
に
大
阪

主
務
で
開
く
保
団
連
医
療
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
、
医

科
、
歯
科
、
協
同
組
合
に
よ

る
実
行
委
員
会
準
備
会
が
５

月
12
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

５
月
19
日
の
第
54
回
通
常

評
議
員
会
に
つ
い
て
17
年
度

決
算
案
、
17
年
度
収
支
差
額

処
理
案
、
18
年
度
予
算
案
を

決
定
、
会
務
報
告
案
、
決
議

案
を
確
認
し
た
。

議
員
会
に
向
け
て
決
算
案
・

予
算
案
等
を
決
定
し
た
。

　

協
会
会
員
数
は
前
回
理
事

会
以
降
、
施
設
基
準
に
係
る

講
習
会
受
講
な
ど
を
機
会
に

し
た
入
会
者
が
多
く
、
４
月

に
16
人
が
増
え
、
４
１
０
６

人
に
な
っ
た
。

　

保
団
連
が
９
月
か
ら
実
施

Ｑ　

国
の
借
金
が
１
０
０
０

兆
円
超
あ
る
の
で
、
消
費
増

税
は
仕
方
が
な
い
の
で
は
？

Ａ　

税
制
転
換
す
れ
ば
消
費

増
税
不
要
。

　

政
府
は
「
社
会
保
障
費
が

膨
ら
ん
で
お
り
、
消
費
増
税

は
や
む
を
得
な
い
」
と
宣
伝

し
て
い
る
。
社
会
保
障
費
は

増
加
傾
向
だ
が
、
財
政
悪
化

の
主
因
は
税
収
が
増
え
て
い

な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

国
の
一
般
会
計
を
み
る

と
、
消
費
税
導
入
直
後
の
１

９
９
０
年
度
の
税
収
は
60
・

１
兆
円
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

２
度
に
わ
た
っ
て
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
が
、
２
０
１

８
年
度
の
税
収
は
59
・
１
兆

円
と
横
ば
い
で
、
増
税
が
税

収
増
に
結
び
付
い
て
い
な

い
。

　

国
の
税
収
は
、
①
所
得
税

②
法
人
税
③
消
費
税
―
―
が

中
心
だ
。
こ
の
間
、
政
府
は

所
得
税
の
最
高
税
率
の
引
き

下
げ
や
法
人
税
減
税
な
ど
、

大
資
産
家
や
大
企
業
向
け
の

優
遇
策
を
繰
り
返
し
た
。
消

費
税
収
が
そ
の
穴
埋
め
に
使

わ
れ
た
形
だ
。
財
政
再
建
に

は
偏
っ
た
優
遇
税
制
を
徹
底

的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

署
名
・
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
案
の

検
討
な
ど
の
運
動
対
策
を
協

議
し
、
５
月
19
日
開
催
の
評

ト
案
の
検
討
、
秋
か
ら
実
施

す
る
医
療
保
険
改
悪
を
食
い

止
め
る
た
め
の
新
し
い
請
願

　

協
会
は
12
日
、
第
14
回
理

事
会
を
開
き
、
診
療
報
酬
改

定
に
対
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー

が
少
な
く
て
済
む
咬
合
印
象

法
の
概
略
を
説
明
し
た
。
咬

合
調
整
で
は
、
従
来
の
咬
合

紙
に
よ
る
調
整
方
法
に
加

え
、
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
と
バ
イ

ト
ア
イ
を
使
用
し
た
方
法

と
、
感
圧
フ
イ
ル
ム
と
Ｔ
―

ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
方
法
を
説

明
し
、
咬
頭
嵌
合
位
の
安
定

度
の
違
い
に
も
言
及
し
た
。

 
（
淀
川
区
・
林
哲
平
）

レ
ジ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
が
保
険
導

入
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
触

れ
な
が
ら
、
新
し
い
医
療
技

術
を
国
民
が
受
け
る
う
え
で

の
保
険
収
載
の
意
義
を
強

調
。
ブ
リ
ッ
ジ
の
成
功
の
鍵

は
接
着
阻
害
因
子
の
除
去
と

適
応
症
の
判
断
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
、
臨
床
上
の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
た
。

　

支
台
歯
形
成
で
は
、
基
本

的
に
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

に
準
ず
る
と
述

べ
た
。
印
象
採

得
で
は
、
補
綴

物
の
咬
合
調
整

保
険
収
載
の
意
義

を
語
る
田
中
昌
博

氏
＝
４
月
15
日
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

　

臨
床
学
術
部
は
４
月
15

日
、
新
た
に
保
険
適
用
に
な

っ
た
３
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ

（
高
強
度
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ

ジ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
）
の
臨
床
を

学
ぼ
う
と
、
大
阪
歯
科
大
学

有
歯
補
綴
学
講
座
主
任
教
授

の
田
中
昌
博
氏
を
講
師
に
生

涯
研
修
講
座
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
い
た
。
会
員
１
６
３

人
が
参
加
し
た
。

　

田
中
氏
は
、
高
強
度
硬
質

組
み
ま
で
検
討
し
て
い

る
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
も
が
、
安
心
し

て
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん

と
、
歯
科
医
師
、
歯
科
技

工
士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど

氏
を
迎
え
、
18
年
度
の
総

会
と
市
民
講
座
を
開
く
。

　

大
阪
連
絡
会
は
、「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の

実
現
を
求
め
る
請
願
署
名

を
は
じ
め
、
市
民
講
座
の

開
催
、
啓
発
パ
ン
フ
の
出

版
、
大
阪
府
や
中
央
省
庁

年
調
査
）。
保
険
証
が
あ

っ
て
も
、
窓
口
負
担
の
重

さ
か
ら
受
診
を
あ
き
ら
め

る
人
も
少
な
く
な
い
。
経

済
的
理
由
で
治
療
を
中
断

す
る
事
例
は
、
多
く
の
歯

科
医
師
が
経
験
し
て
い

る
。

今
こ
そ
保
険
で
良
い
歯
科
を

３
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
解
説

負
担
増
阻
止
へ
新
た
な
運
動 Ｑ

田
中
氏
「
接
着
阻
害
因
子
の
除
去
が
重
要
」

評
議
員
会
議
案
を
協
議
・
決
定 消費増税は仕方ない？

４月度生涯
研 修 講 座

第14回
理事会

消費増税しても国の税収は増えていない
教えて！

財
源
問
題

財
源
問
題

社
会
保
障

社
会
保
障
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